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令和７年第２回甲賀広域行政組合議会定例会会議録 

 

令和７年第２回甲賀広域行政組合議会定例会は、令和７年３月25日 甲賀市水口町水

口６２１８番地 甲賀広域行政組合消防本部に招集された。 

 

１ 応招議員は、次のとおりである。 

１番  奥 村 則 夫 

２番  戎 脇   浩 

３番  林 田 久 充 

４番  谷 永 兼 二 

６番  永 田 誠 治 

７番  堀 田 繁 樹 

８番  望 月   卓 

９番  松 井 圭 子 

１０番  松 原 栄 樹 

２ 不応招議員は、次のとおりである。 

５番  山 岡 光 広 

３ 出席議員は、次のとおりである。 

出席議員は、応招議員と同じ 

４ 欠席議員は、次のとおりである。 

  欠席議員は、不応招議員と同じ 

５ 地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のため出席した者は、次のとおり

である。 

管理者      松 浦 加 代 子 

副管理者     岩 永 裕 貴 

監査委員     大 角 勝 一 

会計管理者    松 岡 哲 也 

事務局長     松 本 博 彰 

事務局次長    中 島 史 尚 

総務課長     中 溝 慶 一 

衛生課長     前 田 真 也 

衛生センター所長 冨 田 健 太 郎 

消防長      川 島 辰 道 

消防次長兼警防課長 菊 田 和 広 

消防次長兼消防総務課長 西 澤 卓 也 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。 

水 田 雅 子 

小 林 慎 司 

山 中 勝 博 

７ 議事日程は、次のとおりである。 

日程第１ 議席の指定について 

日程第２ 会期の決定について 
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日程第３ 議案第６号 甲賀広域行政組合職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

日程第４ 議案第７号 甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

日程第５ 議案第８号 甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第６ 議案第９号 甲賀広域行政組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

日程第７ 議案第10号 甲賀広域行政組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第８ 議案第11号 甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第９ 議案第12号 令和６年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算（第４号） 

日程第10 議案第13号 令和７年度甲賀広域行政組合一般会計予算 

日程第11 一般質問について 

９ 会議の次第は、次のとおりである。 

 

（開会 午後２時０１分） 

議  長（谷永兼二） 議会議員の皆様方、本日は、何かと御多忙の中を組合議会に   

御出席いただきまして誠にありがとうございます。ご報告を申し上げます。関

係者から撮影許可の申し出があり、議長においてこれを許可しましたので、ご

承知おきください。 

     ただいまから令和７年第２回甲賀広域行政組合議会定例会を開会します。 

     開議に先立ち、管理者から挨拶があります。 

 管理者。 

管 理 者（松浦加代子） 本日、令和７年第２回甲賀広域行政組合議会定例会を招集い

たしましたところ、議員各位には、御多忙の中を御参集賜り、誠にありがとう

ございます。 

このほど、本消防本部職員が研修先の消防学校おいて、窃盗行為を行いまし

たことに、管理者として深くお詫び申し上げます。 

組合として、一連のハラスメント事案による消防本部の組織風土の改革等に

取り組んでいるさなかにも関わらず、市民の皆様の安心、安全を守るべき職責

を担う消防職員が、このような不祥事を起こしましたことは、市民の皆様の信

用を著しく損なうものであります。 

現在、告発に向けた手続きを進めており、また、組合としても懲戒審査委員

会による処分の審査をお願いしております。事案の全容が明らかにならないこ

とから、審査結果の報告は、４月以降になる見込みですが、厳正に対処してま

いります。 

それでは、当面の報告を兼ねて御挨拶をさせていただきます。 

まず、衛生関係では、ごみ処理施設の運営に関して、民間活力導入の観点か

ら、粗大ごみ処理棟における業務などを、退職者に合わせ、随時、民間委託に

切り替えてきました。今年度からは、ごみ処理施設の運転管理という主となる

部門を委託により運営しています。 

今後においても、効率的かつ効果的な事務事業を推進し取り組んでまいりま

す。 

続いて、消防関係につきましては、車両更新計画に基づき更新します水口消
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防署配備の救助工作車が３月１８日に納車、検収され、３月３１日から運用開

始予定となっております。この新車両は、中型車両から大型車両に仕様を変更

し、新たな救助資機材を積載するなど機能強化し、複雑、多様化する救助事案

に適切に対応できる車両となっております。また、全国各地では山林火災が発

生、家屋等にも延焼するなど被害が発生しております。 

市民の皆様が安心安全で快適に暮らせるまちづくりのため、職員一同、これ

からも全力で取り組んでまいります。 

さて、本日、提案いたしますのは、条例案件６件、令和６年度補正予算案件、

令和７年度予算案件の合計８件です。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりま

しての御挨拶といたします。 

議  長（谷永兼二） 開会に先立ち、お知らせします。山岡光広議員から、一身上の  

都合により、本日の会議を欠席する旨の届け出がありました。 

ただいまの出席議員は、９名です。 

    これから、本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配信したとおりです。 

議  長（谷永兼二） 議事に先立ち、諸般の報告をします。 

     監査委員から、例月出納検査の結果についての報告が２件ありましたので、

その写しを予め配信しておきましたから、御了承願います。 

議  長（谷永兼二） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７４条の規定によって、７番堀田繁樹議員、

８番望月卓議員を指名いたします。 

議  長（谷永兼二） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日限りに決定しました。 

議  長（谷永兼二） 日程第３、議案第６号、甲賀広域行政組合職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。 

本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第６号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、令和６年人事院勧告のうち、社会と公務の変化に応じた給与制度の整

備、いわゆる給与制度のアップデート部分について、国家公務員において対応

がなされたことに伴い、本組合においても対応を行うものです。 

扶養手当については、社会と公務の変化を踏まえ、配偶者に係る扶養手当を

廃止する一方、子に要する経費の実情や、少子化対策の推進から、子に係る扶

養手当を更に充実させることとなりました。現在、配偶者に係る手当が６,５０

０円、子に係る手当が１万円のところ、経過措置として令和７年度においては、

配偶者３,０００円、子１万１,５００円とし、令和８年度からは、配偶者に係

る手当を廃止し、子に係る手当を１万３,０００円とすることとします。 

通勤手当については、国においては新幹線等の利用を含め、限度額が１５万

円に引き上げられました。本組合においては、消防をはじめとして業務内容か

ら通常想定されるものではありませんが、昨今、遠方地からの採用者が増えて

おり、こちらに居住地を移転するまでの間など、一定期間、長距離通勤が必要

となることもあることから、対応を行います。また、単身赴任手当、在宅勤務

等手当についても、育児、介護等様々な事情を有する職員の勤務継続を可能と

し、人事配置の円滑化を図る観点から、規定上の対応をするものです。 
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     地域手当については、級地区分が都道府県単位を基本とされ、滋賀県の地域

は４パーセントとされました。このことから、１００分の４を超えない範囲内

で規則で定める支給割合と定め、経過措置等を踏まえ、規則において１００分

の３と規定することとしております。 

また、給料表においては、既に令和６年４月にさかのぼり、若年層に重点を

置きつつ引き上げ改定したところですが、今回、３級から７級までの各級にお

ける在職状況を踏まえて、初号近辺の号給を削除するものです。 

施行期日は、令和７年４月１日とし、切り替えに伴う経過措置等、所要の規

定を附則に設けております。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第６号、甲賀広域行政組合職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第６号、甲賀広域行政組合職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり承認されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第４、議案第７号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。本

案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第７号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、令和６年８月８日に人事院が行った公務員人事管理に関する報告の

中で、仕事と生活の両立支援の拡充として、育児又は介護を行う職員の深夜勤

務及び時間外勤務の制限の対象となる職員の範囲を拡大し、また、介護離職防

止のために仕事と介護の両立支援制度に関する周知の強化等を図ることとされ

たことから、本組合においても、同様の措置を講ずるため、所要の改正を行う

ものです。 

深夜勤務 及び 時間外勤務の免除の対象となる子の範囲については、現在の

３歳に満たない子から小学校就学前の子に拡充いたします。 

また、家族の介護の必要性が生じた職員へ、両立支援制度の周知、意向確認

を行うことや、職員への仕事と介護の両立支援制度に関する早期の情報提供、

職場環境の整備を行うことを規定いたします。 

施行期日は、令和７年４月１日とし、経過措置等、所要の規定を 附則に設

けております。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、を採決します。 
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 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第７号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第５、議案第８号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。本案につ

いて、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第８号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関す

る法律の改正、給与制度のアップデートに伴う甲賀広域行政組合職員の給与に

関する条例の改正に伴い、本条例が参照している条項が移動することから、所

要の対応を行うものです。 

施行期日は、育児、介護休業法及び給与条例の一部改正にあわせ、令和７年

４月１日としています。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第８号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第８号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第６、議案第９号、甲賀広域行政組合職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。本案に

ついて、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第９号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、特殊勤務手当について、新たな手当の種類の創設として緊急消防援

助隊手当を制度化し、また、支給要件の改正が必要なものとして、実災害現場

における潜水活動を行った時に支給していた水難救助手当を、訓練を含む潜水

活動についても対象とするため、所要の改正を行うものです。 

緊急消防援助隊については、近年増加傾向にある災害対応において、通常災

害の規模を遥かに超えその危険性、困難性及び過酷な環境下での活動による心

身への負担もあるものです。現在、本組合消防においてはこれについての手当

が制定されておらず、通常災害出動の手当を流用している状況です。 

水難救助手当については、近年、管内の池やダム等において潜水活動を行う

水難救助事案が発生していることにより、３、４月を除いて毎月１回、実災害

と同様の環境下で行っている水難救助訓練についても手当を支給するよう要件

を改正しようとするものです。 

施行期日は、令和７年４月１日としています。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 
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     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第９号、甲賀広域行政組合職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第９号、甲賀広域行政組合職員の特殊勤務手当に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第７、議案第10号、甲賀広域行政組合廃棄物の処理及び 

清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。本

案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第10号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、し尿収集運搬業務における手数料の徴収方法及び業務委託料につい

て、これまでの汲み取り券による前払い方式から、口座振替による後払い方式

に移行するため、所要の対応を行うものです。 

これまで行ってきました汲み取り券方式では、利用者が汲み取り券を事前に

購入する必要があり、高齢者等には不便であること、また、収集は昼間の作業

となることから留守宅も多く、汲み取り券を回収出来ないときもあります。こ

のことから、口座振替を基本とする後納による手数料徴収方式に変更しようと

するものです。 

改正の内容は、手数料の徴収の時期、方法及び相手方の細目を規則に委任す

るものです。 

施行期日は、令和７年１０月１日としており、手数料徴収業務については、

その業務を一括して委託する方針です。 

また、令和７年１月３０日から２月２８日までの間、条例改正に係るパブリ

ックコメントを実施したところ、特に意見はありませんでした。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第10号、甲賀広域行政組合廃棄物の処理及び 清掃に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第10号、甲賀広域行政組合廃棄物の処理及び清掃に関する

条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第８、議案第11号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討

委員会設置条例の一部を改正する条例の制定について、を議題とします。本案

について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第11号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、令和６年度から甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会を設置

し、検討いただいているところですが、今後、議論が進む中で、より幅広い環
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境分野における有識者が必要となるとの意見があり、委員数を現行の７人以内

から１０人以内とするものです。 

また、令和７年度から事務部局の組織見直しにより、衛生課の建設推進室を

廃止し、総務課に政策調整係を置き、委員会の庶務を所掌することから、所要

の改正を行うものです。 

施行期日は、令和７年４月１日とします。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） これから質疑を行います。 

質疑の通告がありますので発言を許します。 

９番松井圭子議員。 

９  番（松井圭子） 議案11号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置条

例の一部を改正する条例の制定について質疑を行います。 

検討委員会の人員を増員されますが、有識者の方を想定されているのか。増

員される理由と建設推進室から政策調整係へと変更される理由についてお尋ね

をします。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

事務局長（松本博彰） ただいまの松井議員の質疑に対し、答弁を申し上げます。 

委員の増員についてですが、施設整備検討委員会の協議におきまして、建設

を前提とするのではなく、本組合及び両市におけるごみ処理の在り方そのもの

を、ゼロから見直すこととする。今後、議論が進む中で、より幅広い環境分野

における有識者が必要となるとの意見を受け、委員数を現行の７人以内から、

１０人以内へとするものです。 

また、政策調整係への変更については、新ごみ処理施設整備をはじめとし、

湖南中央署建設事業や組合行政全般に係る課題解決を図るためには、広く関係

市等との調整を図る必要があることから、新たに総務課に政策調整係を設け、

構成市との連携を強化させようとするものです。また、建設推進室は、政策調

整係で事務の所掌をするものです。 

以上、答弁と致します。 

９  番（松井圭子） 今、環境問題に幅広い有識者を採用していくとのことでしたが、

具体的に想定されているのかということと、この検討委員会で性別のバランス

もみていかないといけないのかなと思うのですが、その点についてお伺いをし

ます。 

事務局長（松本博彰） ただいまの松井議員の再質疑に対し、答弁を申し上げます。 

令和６年度において、第１回施設整備検討委員会を開催させていただきまし

た。その中で建設をゼロから見直すということについては、今、発生している

廃棄物の中に、より資源化になるとかそういったものを先に諮ることが必要で

あるという検討もございました。そういった中ではリサイクル、資源化、そう

いった形での専門家に参画いただくということも今後、整備検討委員会では協

議していきたいと考えております。また、女性委員の参画については、今後検

討して参りたいと思います。 

議  長（谷永兼二） これで、松井圭子議員の質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 続いて、これから討論を行います。 

    まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第11号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置条例
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の一部を改正する条例の制定について、を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第11号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置

条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第９、議案第12号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計

補正予算（第４号）を議題とします。本案について、管理者から提案理由の説

明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第12号の提案理由を御説明申し上げます。 

本補正予算案は、収入見込み額の精査と、各事業の執行状況を踏まえ、年度

末において最終の補正措置を行うものでございます。 

歳入につきましては、両市からの負担金を清掃関係で９６５万円を、消防関

係で８３３万５千円を、それぞれ減額いたします。 

衛生関係では、市指定ごみ袋販売等実績により諸収入を５３０万円増額し、

資源ごみ売却による収入３４万円を財産収入に計上いたします。 

消防関係では、令和６年１月の能登半島地震に伴う緊急消防援助隊活動費に

対する国庫補助金が確定したことにより、１３３万５千円を計上いたしました。 

歳出につきましては、衛生費清掃総務費において、契約額確定等により委託

料を４１万円の減額、使用料及び賃借料を６０万円の減額、また、し尿処理費

において薬剤使用量の減により需用費を３００万円減額いたします。 

消防関係では、県共済組合負担金率変更により共済費を７３８万５千円減額

し、令和４年度に収入しましたホース乾燥塔破損弁償金に係る返還金３８万５

千円を償還金利子及び割引料に計上いたします。 

以上により、歳入歳出それぞれ１,１０１万円を減額し、歳入歳出 予算の総

額を、それぞれ３５億３,０５７万９千円といたしたいものです。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） これから質疑を行います。 

質疑の通告がありますので発言を許します。 

９番松井圭子議員。 

９  番（松井圭子） ６ページの財産収入、鉄スクラップの売却により、３４万円計

上されています。前年度、前々年度と財産収入という項目はありませんでした。

物品売り払いはなかったのか、伺います。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

事務局長（松本博彰） ただいまの松井議員の質疑に対し、答弁を申し上げます。 

毎年、ごみ処理施設の修繕工事等で鉄スクラップが生じてまいります。この

ことから、令和４年度は補正予算（第２号）で３１万４千円を計上し、令和５

年度は補正予算（第４号）で３３万１千円を計上いたしました。 

これまで、おおよその額が判明する補正予算時に計上しておりましたが、毎

年収入が見込まれることから、令和７年度からは、概算額にはなりますが、 

当初予算時に計上することといたしました。 

以上、答弁と致します。 

議  長（谷永兼二） これで、松井圭子議員の質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 続いて、これから討論を行います。 

    まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第12号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算（第４

号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第12号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算

（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第10、議案第13号、令和７年度甲賀広域行政組合     

一般会計予算を議題とします。本案について、管理者から提案理由の説明を求

めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第１３号の提案理由を御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、３７億２,７５７万７千円、前年度当初予算と比較し

て、１億９,０００万２千円の増額となりました。 

歳入につきましては、両市からの負担金を３１億６,２３５万円 計上し、使

用料及び手数料につきましては、し尿処理、ごみ処分手数料等３億５,７８８万

１千円を計上しております。 

また、滋賀県消防学校派遣教官に対する県支出金として、９２３万円を見込

んでおります。 

諸収入では、衛生関係における市指定ごみ袋の販売と広告収入として１億

５,７５４万６千円を見込み、消防関係では、県防災航空隊派遣職員助成金を８

５０万円、高速道路支弁金を４３２万３千円 見込んでおり、諸収入として１億

７,２９１万６千円を計上しております。 

組合債につきましては、非常用電源更新工事に係る１,４５０万円の起債を行

う予定としております。 

財産収入につきましては、令和６年度に更新した救助工作車の売却等１２０

万円を見込んでおります。 

これらを財源とします主要な事業につきまして説明いたします。衛生費、し

尿処理関係では、委託業務の見直し、料金改定等により 

し尿収集運搬委託料１億２,９００万円を計上しております。 

ごみ処理関係では、１５年の延命稼働を目標とした基幹的設備 改良工事を

令和５年度末に完了しましたが、次期施設の建設に向けた検討を進めていく必要

があることから、令和６年度から３か年をかけて実施している施設基本構想策定

業務委託の令和７年度事業分として９９０万円を計上しております。 

また、２トンダンプの更新に７４５万２千円を計上しております。 

消防関係では、非常用電源の更新工事に１,９４３万４千円、訓練塔の長寿命

化工事と工事設計監理業務委託に４,３３８万９千円を計上しております。 

また、湖南中央消防署の建て替えに向けて、整備基本設計業務委託料２,４７

５万円を計上しております。 

なお、細部につきましては、事務局から説明いたしますので、よろしく御審

議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 事務局に対し、細部説明を求めます。 

事務局長（松本博彰） 令和７年度、甲賀広域行政組合、一般会計当初予算案について、

細部説明を申し上げます。令和７年度予算案につきましては、更なる業務の効率

化に努め、組合構成市の財政状況を強く意識しながら、職員各自が予算編成者と

しての当事者意識を高め、創意工夫と柔軟な発想をもって、予算編成に取り組む

とした予算編成方針のもと、総務、衛生、消防それぞれの部門において共通認識

をもって、予算編成に取り組みました。 

恐れ入りますが、お手元の資料、議案第１３号関係、令和７年度甲賀広域行政
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組合一般会計予算書をご覧ください。 

６ページ、７ページをご覧ください。令和７年度、当初予算案の総額は、３７

億２,７５７万７千円、前年度当初予算と比べまして１億９,０００万２千円、率

にして ５.３７パーセントの増額となりました。 

それでは、歳入からご説明いたします。予算書８ページから１０ページをご覧

ください。１款、分担金及び負担金は、３１億６,２３５万円で歳入全体の８

４.８４パーセントを占めております。前年度比３億６,３１４万円、１２.９７

パーセントの増額で見込んでいます。 

２款、使用料及び手数料は、３億５,７８８万１千円、前年度比３６７万２千

円、率にして１.０２パーセントの減額を見込んでいます。公共下水道の進捗に

よるし尿処理手数料の減額、ごみ処分手数料についても、近年の実績から減額を

見込んでいるものです。 

３款、県支出金は、９２３万円を見込んでいます。これは、滋賀県消防学校派

遣教官に係る負担金です。 

４款、繰越金は、前年度と同額の９５０万円を計上し、５款、諸収入は、前年

度と同水準の１億７,２９１万６千円を見込んでいます。 

６款、組合債は、１,４５０万円で湖南石部分署非常用電源更新工事に係る消

防債を見込んでいるものです。 

７款、財産収入は、令和６年度に更新しました救助工作車の売却で１１０万円、

衛生センターの工事等で発生する鉄スクラップの売払１０万円を見込み計上した

ものです。 

続きまして、歳出についてであります。予算書１１ページをご覧ください。 

１款、議会費は、議員報酬、費用弁償、その他組合議会に係る経費を計上してお

り、前年度比１４万円増の９７万８千円を計上しております。 

２款、総務費、１項、１目一般管理費においては、職員９名分の人件費、人事

給与システム、財務会計システム等に要する経費を計上しており、前年度比

２,７４７万８千円増の１億１,９００万９千円を計上しております。これは、総

務費において支弁する職員が１人増員となったことによる人件費の増、甲賀市か

ら派遣を受けている職員に係る負担金、ファイルサーバー等の更新が主な要因と

なっています。 

１４ページをご覧ください。２項１目監査委員費においては、監査委員報酬、

監査に要する経費など５１万１千円を計上しております。都市監査委員会総会、 

研修会の開催地の変動等により、１４万６千円増額しております。 

３款、衛生費、１項、１目、清掃総務費においては、衛生業務に従事している

職員２２名の人件費、し尿の収集運搬委託費、排ガス、水質等の分析業務委託経

費などを計上しており、前年度比３,６２４万５千１１.９９パーセント増の３億

３,８６０万１千円を計上しております。平成１０年から据え置きとなっていま

した、し尿収集運搬委託料について、昨今の物価高騰やし尿汲み取りに係る情勢

の変化を踏まえ改定を行うことなどによる増額が主な要因となっています。 

予算書１７ページをご覧ください。２目し尿処理費においては、し尿処理施設

の運転委託料をはじめとし、し尿処理に係る経費を計上しています。１億２,５

１３万１千円を計上し、前年度比３,５２９万５千円、２２.００パーセントの減

額としております。設備の修繕項目の違いから工事請負費が減少となったことが

主な要因となっています。 

予算書１８ページをご覧ください。３目ごみ処理費においては、前年度比

６,０５５万円で９.７４パーセント増の６億８,１９４万８千円を計上しており

ます。基幹的設備改良工事後の補修、予備部品の確保等が必要となっており、そ

れぞれ必要項目を細かく精査していますが、部材費等の高騰から、増額計上とな

っているものです。また、２ｔダンプの更新を計画しております。 
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予算書２０ページをご覧ください。４目ごみ処理施設整備事業費においては、

新ごみ処理施設に係る経費を計上しています。委員報酬、新ごみ処理施設基本構

想策定委託に係る経費９９４万６千円を計上しています。 

４款、消防費、１項、１目、常備消防費においては、職員２０７名分の人件費、

研修費、各署所間をつなぐ回線などの経費を計上しており、前年度比７,４９３

万５千円、４.１７パーセント増の１８億７,０２２万３千円を計上しております。

人事院勧告による給与費の増が主な要因となっています。 

２３ページをご覧ください。２目消防施設費においては、消防車両３９台の維

持運用に係る費用、救急救助活動に必要な備品、消耗品費などを計上しています。

令和７年度事業として湖南石部分署非常用電源更新工事、外壁の劣化が進む訓練

塔の長寿命化工事、平成３０年度に更新したはしご車のオーバーホール等を計画

しておりますが、令和７年度は消防車両の更新を行わないこと等から、前年度比

７,７７８万８千円で２５.８９パーセントの減となる２億２,２７０万７千円を

計上しております。 

２５ページをご覧ください。３目消防庁舎建設費において、湖南中央消防署整

備基本設計業務委託費、２,４７５万円を計上しております。 

５款公債費１項１目元金においては、衛生関係５件、消防関係８件の地方債償

還元金を計上しており、前年度比８,００２万１千円で３３.７３パーセントの増

となる３億１,７２３万６千円を計上しております。衛生関係では、令和４年度

借入の基幹的設備改良工事に係る元金償還が始まったことにより前年度比１億

１,４３０万５千円増の２億２,４３７万９千円を計上し、消防関係では、平成２

９年度借入の化学消防車、高規格救急自動車、高機能消防指令施設整備に係る起

債償還が終了したことなどにより、３,４２８万４千円減の９,２８５万７千円を

計上しております。 

２目利子においては、衛生関係６件、消防関係９件、一時借入金利子と合わせ

て１,３５３万７千円を計上しております。 

６款予備費は、前年度と同様、３００万円を計上しております。 

次に、複数年にわたる事業に係る債務負担行為の設定についてです。予算書４

ページをご覧ください。納期や工期、準備期間等の都合で令和７年度中に契約手

続きを行う必要があるものとして、ごみ処理施設で使用する令和８年度触媒ろ布

の製造に４,２４８万６千円、市指定ごみ袋取扱業務に９,１７１万３千円、ごみ

焼却灰等運搬業務委託に３,４４３万円、ごみ処理施設用薬剤の購入に８,７０５

万１千円、し尿処理施設用薬剤の購入に２,０７６万９千円をそれぞれ設定して

います。 

最後に地方債現在高についてであります。資料としまして、当初予算説明書の

５ページをご覧ください。 

令和７年度末時点の地方債現在高は、２６億６,５９９万７千円と見込んでお

ります。 

衛生関係では、基幹的設備改良工事に係る起債額が令和３年度に７億６,９６０

万円、令和４年度に９億７,９４０万円、令和５年度に８億６,７７０万円となり

ましたが、令和４年度借入の基幹的設備改良工事に係る元金償還が開始すること

などから令和７年度末では２３億１,９５０万９千円となります。 

消防関係では、令和６年度借入の救助工作車更新に係る起債額が１億８,４４０

万円となりますが、消防車両の更新等に係る償還が順次進むことから、令和７年

度末では３億４,６４８万８千円となる見込みです。 

以上、令和７年度、甲賀広域行政組合一般会計、予算案の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

議  長（谷永兼二） これから質疑を行います。質疑の通告がありますので発言を許

します。９番松井圭子議員。 
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９  番（松井圭子） １０ページ、財産収入、鉄スクラップの売却で、１０万円、救

助工作車の売却で１１０万円計上されていますが、救助工作車の耐用年数と売

却先について。 

１１ページ、議員研修バス運転業務委託料として１１万円予算計上されてい

るが、目的や行先について決定されているのか伺います。 

１３ページ、一点目としては、顧問弁護士委託６６万円、前年度３３万円増

額の理由について。二点目は、職員研修委託料として１１万４千円、予算的に

は、前年度と同額ですが、不祥事事件が相次いでいることも含めて研修内容の

拡充は考えておられるのか伺います。 

２２ページ、需用費のはしご車のオーバーホール４,４８１万９,０００円、

納車された所で行うのか。施工期間はどれだけか伺います。 

２７ページ、給与費明細書が前年度と比べて、その他の特別職は２名増加し

ていますが、報酬が７万８,０００円減額の理由について伺います。 

最後に、説明資料２３、２４、２５ページ、衛生費、し尿処理費の光熱水費

が３７６万５千円増、ゴミ処理費の光熱水費１,５３３万円増です。備考に要因

として単価増とありますが、一方で消防費の光熱水費は１３１万４千円減、要

因は実績よる減との事ですが、詳細について伺います。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

事務局長（松本博彰） ただいまの松井議員の質疑に対し、答弁を申し上げます。 

１点目の救助工作車の売却で計上している１１０万円について、耐用年数と

売却先についてですが、車両更新計画により今年度、更新により退役します救

助工作車の売却先は、一般競争入札により最高額を提示した者と契約すること

となります。また、本消防本部車両更新計画により救助工作車の更新年数を２

２年としています。 

次に２点目、予算計上されている議員研修バス運転業務委託料１１万円の目

的や行先についてですが、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備基本構想策定に向

け、県内、近隣府県のごみ処理施設において、ごみ処理や民間活用方法等につ

いて日帰りでの視察を想定し、試算しております。 

３点目の顧問弁護士委託６６万円、前年度３３万円、増額の理由についてで

すが、本業務に係る当初予算額は、例年６６万円でしたが、事務部局、総務費、

と消防部局、常備消防費で折半して支出していたことから、各部局で３３万円

を計上していたものです。令和７年度当初予算においては、支出科目の見直し

を行い、一括して総務費として６６万円を計上するものです。 

続いて、職員研修委託料として前年度と同額の１１万４千円、研修内容の拡

充についてですが、令和６年度においては、ハラスメント事案を受け、職員研

修委託料、１１万４千円、においてハラスメント研修業務を委託し、実施いた

しました。令和７年度におけるハラスメント研修については、本組合の実態に

即した、より効果的な研修となるよう、ハラスメント等外部相談窓口業務を含

むEAP、従業員支援プログラムを業務委託に含め、一括して予算計上しておりま

す。これとは別に、従来の職員研修委託料として１１万４千円を継続して計上

することで、組合が抱える課題や問題を考慮し、適切な研修プログラムを実施

していきたいと考えています。また、業務上必要なスキルアップ研修について

は、主に、滋賀県市町村職員研修センターで実施される研修に参加し、負担金

として支出しております。 

次に４点目、はしご車のオーバーホールの委託業者と施工期間についてです

が、はしご付消防自動車は、現在、湖南中央消防署に配備しており、平成３０

年度に株式会社斉藤ポンプ工業から購入しました。このはしご付消防自動車は、

日本消防検定協会が定める消防用車両の安全基準により、安全性を確保するた

め、運用開始から概ね７年目にオーバーホールを実施することとされています。
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このことから、本消防本部車両更新計画に基づき令和７年度にオーバーホール

を実施するものです。この車両については、消防用特殊車両であることから、

納入した系列企業に発注する見込みであり、その期間は２箇月間を予定してお

ります。 

５点目について、その他の特別職の人数が２人増えておりますのは、甲賀市

湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会委員のうち、外部の有識者２人分を 計

上したものです。１回６千円の３回分、２人分を見込み、３万６千円を計上し

ております。 

その他の特別職が２人増加しているのに報酬が減額となっていることにつき

ましては、令和５年度に監査委員報酬の見直しを検討し、令和６年度当初予算

に増額計上いたしました。 

しかしながら、報酬を見直す際には、当然のことながら、その根拠となる甲

賀広域行政組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の改正が必要となりますが、当時の判断として、一旦、令和６年度については、

予算計上のみを措置し、県内の状況を調査した上で、条例改正を行い、執行す

ることとしていましたが、結果として、増額をするか否かの判断に至らず、未

執行となりました。 

令和７年度については、現行の条例に基づく報酬額を計上したことにより、

減額となったものです。 

最後に６点目の光熱水費の増減に係る詳細についてですが、し尿処理費、ご

み処理費の光熱水費総額については、主に電気代高騰による単価増が要因とな

っております。前年度の電気料金と比較し、全体で１６パーセント増額のうち

単価や基本料金改正に伴う増額が１３パーセントほどで、電気使用量による増

額が３パーセントほどです。電気使用量については基幹的設備改良工事前の令

和２年度からは大幅に減少しているものの、工事完了後の令和６年と令和７年

比較では実績の微増減が見込まれます。 

また、消防費の光熱水費においても当然、単価は増えておりますが、順次進

めている庁舎の照明器具のLED化により使用量が減少したことで減額となったも

のです。 

     以上、答弁と致します。 

９  番（松井圭子） ２３ページの需用費のはしご車のことについて、再質疑を行い

たいと思います。先ほど、７年目にオーバーホールをするとのことでしたが、

施工期間２箇月間の代車があるのかと耐用年数についてお伺いをします。 

議  長（谷永兼二） 答弁を求めます。 

消 防 長（川島辰道） ただいまの松井議員の再質疑に対し、答弁を申し上げます。 

オーバーホール期間中の出動体制についてですが、オーバーホール期間中は

勿論のこと、車検点検中の災害対応につきましても隣接消防本部との応援協定

により互いに災害対応することを依頼することとしております。 

オーバーホールの場合は施工期間が事前にわかりますので、万一の災害発生時

に出動が遅れることがないよう隣接消防本部には、文書を発出し、依頼をする

こととしております。 

はしご車の耐用年数としては、２２年としております。 

 以上、答弁と致します。 

９  番（松井圭子） 近隣のところに日帰りでごみ処理施設に研修に行くとのことで

すが、値上がりしているが、バス運転業務が１１万円で収まるのかを心配して

おります。それも加味しての１１万円なのかお伺いをします。 

事務局長（松本博彰） ただいまの松井議員の再質疑に対し、答弁を申し上げます。 

あくまで想定での金額を計上しております。想定ということですが、一定の

参考見積を徴収し、計上させていただいております。 
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議  長（谷永兼二） これで、松井圭子議員の質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

議  長（谷永兼二） 続いて、これから討論を行います。 

    まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第13号、令和７年度 甲賀広域行政組合一般会計予算を採決しま

す。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

  したがって、議案第13号、令和７年度 甲賀広域行政組合一般会計予算は、

原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第11、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、発言を許します。 

 ２番、戎脇浩議員。 

２  番（戎脇浩） それでは通告に従いまして一般質問を行わせていただきます。 

この場で質問させていただくのが初めてですので、会議規則や申し合わせ等

要領を得ませんので、不備がありましたら議長ご注意をいただきたいと存じま

す。よろしくお願いします。 

本日はバイスタンダー支援制度の取り組みを求めるということで消防長にお

尋ねをして参ります。バイスタンダーという言葉は私も昨年押し迫ったぐらい

に知った言葉でございます。直訳しますと傍観者というような言葉もあるので

すけど救急現場においては救急現場に居合わせた方、また通報者等を指すとさ

れています。このバイスタンダーといわれる方へのサポート制度が全国でも広

がってきています。１１９番通報から救急車の到着までの間に、家族や現場の

管理者はもちろんのこと、たまたま居合わせた方による応急手当の有無が救命

率を大きく左右することは想像に難くありません。 

しかしながら、我々も含めた一般の方々が行った応急措置が本当に正しかっ

たのか、役に立ったのか、結果的に何もできず寄り添うことしかできなかった

方などは、その後に心的ストレスを抱えられることもあると聞き及んでいます。

また、怪我などの場合は血液の付着も起こりえることで、その際には感染症等

の心配も起きてまいります。 

そんなバイスタンダーをどのように支援していくのか、昨年来、甲賀市議会

の北田麗子議員が最初に少し気付きを持って議員活動の中で調査をして参りま

した。私も一緒にバイスタンダーについて学んで、一部消防長とも意見交換を

させていただいたところでもあります。行政組織ですので何かを取り入れよう

とすると多くの課題があろうかとは思いますけれども、その課題を乗り越えて、

甲賀消防本部として、新たにバイスタンダーへのサポートを制度化していけば

いかがかと考えるところです。そんな中で質問をさせていただきます。 

１つめに救急現場におけるバイスタンダーの存在の重要性について、その認

識をお伺いします。 

２点目です。バイスタンダーが感じる心的ストレスにはどのようなものがあ

るか、また、それについて今までに問い合わせはあったのかお尋ねをします。        

次にバイスタンダー本人が感染症の懸念から検査を希望された場合、現状で

はどのような対応をされるのかお尋ねをいたします。 

４点目です。有効な手段として、サポートカードですとか相談窓口の設置、
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保障制度、お見舞金といわれることもあるようですが、そのようなものが考え

られますけれども、見解をお伺い致します。 

５点目に救急隊員側にもサポートカードを渡すタイミングで、短時間できち

んとお礼が言える、という利点も考えられるのではないかと思いますがいかが

でしょうかお尋ねをいたします。 

６点目です。バイスタンダーサポートを制度化するとすれば、特別な予算化

が必要かどうか、お尋ねをいたします。７点目に全国的には平成の頃から導入

例があるというふうに見させていただきましたけれども、現状県内他消防本部

での導入例はいかがでしょうかお尋ねをします。 

最後にバイスタンダーサポートの制度化は可能なのか。また制度化できると

すれば、いつ頃からできるとお考えなのかお尋ねをいたします。以上です。 

議  長（谷永兼二） 質問に対する答弁を求めます。 

消防長。 

消 防 長（川島辰道） 戎脇議員の一般質問に答弁させていただきます。まずはこのた

び貴重なご提案をいただきありがとうございます。順次答弁を致します。 

まず、１つ目の救急現場におけるバイスタンダーの重要性について、その認

識を伺う、につきましては、令和６年の全国の救急の現況を見ますと、１１９

番通報を受けてから救急隊が救急現場に到着するまでの時間は、平均約１０分

となります。また、全国の救急隊が搬送しました心肺蘇生法が必要とされた傷

病者、傷病者とは病気やけがをされた人のことになりますが、そのうち救急隊

が到着するまでにその場に居合わせた一般市民の方いわゆるバイスタンダーに

よる応急手当が実施された場合の１箇月後の生存者数の割合は６.４パーセント

で、実施されなかった場合の割合５.０パーセントと比較して約１.３倍の救命

効果があることとなります。さらに、心臓に何らかの原因があり、一般市民の

目撃があった場合は、２倍の救命効果があるとなっております。このようなこ

とからも、より高い救命率が期待できることに間違いはなく、非常に重要であ

ると考えております。 

次に、バイスタンダーが感じる心的ストレスにはどのようなものがあるのか、

また、それについての問い合わせはあったのか、につきましては、公表されて

いる資料を参考にしますと、バイスタンダーの心的ストレスとしましては、バ

イスタンダーの方が応急手当等をしていただいた傷病者の方が助かったのか、

正しく動けたのか、もっとできることがあったのではないのか、などの応急手

当を実施したことに対する不安、また、気分が落ち込んでやる気がしないとい

う、抑うつ気分や無力感、頭痛、めまい、疲れやすさ、食欲や睡眠の問題など

身体的不調、感染への不安などが考えられます。また、問い合わせがあったの

かという質問につきましては、現在のところ、その事実は把握しておりません。 

次に、バイスタンダー本人が感染症の懸念から検査を希望された場合、現状

はどのような対応をされるのか、につきましては、本消防本部が加入しており

ます消防業務賠償責任保険の契約内容に、バイスタンダー見舞金というものが

ございまして、バイスタンダーが応急手当を実施したことによる感染が疑われ

た場合、応急手当に係る見舞金支給基準に従って検査費用を支給できるもので、

相談がありましたら、検査の説明を行うとともに、この保険での対応を準備い

たします。 

次に、有効な手段として、サポートカード、相談窓口、保障制度などが考え

られるが、見解はどうか、につきましては、バイスタンダーサポートを実施す

るに当たり、サポートカード、相談窓口、保障制度に関しましては、どれも重

要な項目であると考えております。現在、それらを含むバイスタンダーサポー

トの運用開始に向けて準備を進めているところでございます。 

続いて、救急隊員側にも、サポートカードを渡すタイミングで、短時間でき
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ちんとお礼が言える、という点も考えられるのではないか、という質問につい

てでございますが、救急隊員は、日頃から接遇に、より注意を払っているとこ

ろではございますが、サポートカードをお渡しするタイミングでお礼を含め声

掛けができる点は利点であると考えております。しかしながら、バイスタンダ

ーによる応急手当の効果が期待される状況では、より緊急度の高いときでござ

いますので、その場で配付ができない、丁寧にお礼が言えない可能性が高い状

況であることも御理解いただきたく存じます。 

そして、バイスタンダーサポートを制度化するとすれば、特別の予算は必要

か、というご質問につきましては、現在、制度化に向けて準備を進めていると

ころでございますが、検討しております内容におきましては、バイスタンダー

の応急手当に係る保障、サポートカードの作成、その他制度化に関する費用に

ついて、現状では更に特別な予算は必要ないものと考えております。 

さらに、全国的には平成のころから導入例があるようだが、現状県内他本部

での導入例はどうか、とういうことにつきましては、県内の各消防本部（局）

に確認しましたところ、彦根市消防本部が、令和４年から救急隊によるカード

の配付が行われていること、また相談窓口については彦根市消防本部のホーム

ページに掲載されていること、また、高島市消防本部が、令和２年から救急隊

によるカードの配付が行われていることにより、バイスタンダーへのサポート

をされているという情報提供を受けております。 

さらに、バイスタンダーサポートの制度化は可能か。また制度化できるとす

れば、いつごろと考えているか、につきましては、現在、制度化に向けて、実

施要領、サポートカードの作成、市民への広報の準備、また相談対応に関する

関係機関との調整などの準備を進めている段階でございまして、整い次第でき

るだけ早い時期にと考えております。 

以上、戎脇議員からの一般質問の答弁といたします。 

議    長（谷永兼二） ２番、戎脇議員。 

２  番（戎脇浩）  できるだけ早くやるというふうに最後にご答弁いただきました

ので、これ以上言うことないと言えばないのですけど、少しだけ詰めさせてい

ただきたいと思います。再質問させていただきたいと思います。現在テレビで、

ドラマを撮りだめするのがすきなので撮りだめするんですけど見る時間ないの

で1.5倍速ぐらいで何話か見たんですけれども救急指令に焦点を合わせたような

ドラマだったと思っているんですけれども、現場とのやり取りを携帯電話をス

ピーカーにしてそこでこんなことをやってくれというようなことをされている

ような場面を見ますし、NHKでも京都とか横浜の消防局とかの指令の所をドキュ

メンタリーでされているのを見たこともあります。ドラマは別かもわかりませ

んけれども現場にいたらやはりAEDの講習は一時はもう５、６年毎年連続のよう

に受けてきましたけれども、いざというときにそれがうまくできるのかどうか

というと自信がないですね、簡単にいかないなという気がしています。  

  でも大多数の市民の皆様方、国民の皆様方は、もしも困っておられる方、倒れ

ておられる方を見たら、たぶん黙って通り過ぎることはなく一生懸命なんとか

しようとしてくれはるのだろうなということも想像ができるわけで、だからか

らこそその方々にどのようにサポートをしていくのかということが重要なんだ

ろうなと改めて感じています。２つめの質問で心的ストレスというのは不安が

大きいといろんなものに書いているように思います。今まで問い合わせはなか

ったということですし、実際には１１９番される方の多くは家族であったりと

か職場だったりとか、私たまたま家業でアルプラザ平和堂の中に店があります

ので、昔議員になる前ずっと店にいますと救急車がよく来てくれはるんです。

レジの所で気分悪くならはったりとか一度はエスカレーターの緊急停止のブザ

ーが鳴って、見に行ったら高齢の方がこけはってエスカレーターのギザギザの



 - 17 - 

所で怪我されて血だらけということもありました。そんな時とかはそこの施設

の管理されている側の人が対応されるので一般の方が、というのはそんなに簡

単にはないと思うんですけれども、１つはどこへ聞くのか不安があっても今の

状態だったらどこへ聞いたらよいのかわからない、誰にどう言えばよいのかわ

からないということも可能性としてはあったと思うんですね。件数は少ないと

は思いますけれども。そのへんについてどんな見解をお持ちなのか、お尋ねを

したいと思います。 

それから５点目で救急隊員の方々も確かに本当に緊急の場合が多いと想像で

きますので、サポートカードを渡すのに時間をかけていたら本末転倒ですので、

渡すことが目的になってはいけないかなとは思いますけれども救急隊員の側の

みなさんは現場に出ておられていると思いますのでそのへんのちょうどよいタ

イミングではないかなと思うんですけれど、何も言わずに救急車で立ち去って

いく、後に残された者が、というところの感覚はどんなふうにお考えかなあ、

１つの利点とはお答えいただきましたけれども救急隊員側のみなさんのサポー

トカードを使うという印象はどんなふうにお考えになるかお尋ねします。それ

から７点目で彦根と高島とお答えいただきました。できれば私の知る範囲では

彦根と高島もあまり存じ上げなかったので、そんなに大きくアピールされてい

る感じではないと思いますので、先程もご答弁いただきました隊員によるサポ

ートカードのお渡しとかということに留まらず消防本部を挙げて、せっかくの

機会ですので昨年来あまり甲賀広域消防本部とすると明るい話題がなかったの

で、大会で優勝いただいたりとか功績はおありですけれども暗いニュースも多

かったので、せっかくですからこんなことに取り組みますということを７点目

８点目の部分ですけれどもせっかくご準備いただいているとしたら広報をいか

にしていくかというところが大切だろうなと思うんです。十分外へ向かってし

っかりとアピールをしていただきたいと思いますがいかがでしょうか、その点

についてお尋ねします。以上です。 

議  長（谷永兼二） 質問に対する答弁を求めます。 

消 防 長（川島辰道） 戎脇議員の再質疑に答弁させていただきます。まず１つめのバ

イスタンダーが感じる心的ストレスについて先程相談事例はございませんとい

うことを言わせていただきましたがどのようにお考えになられているかという

質問に対しましてお答えさせていただきます。まずこれまで相談がなかったと

いうことでございますが、相談する術がなかったと言いましょうか、カードと

かをお渡ししていませんので連絡する術がなかったということを１つの要因と

して考えられるものと認識しておりますので、このバイスタンダーサポートを

制度化することによりましてそういうような声も拾えるのではないかというこ

とに期待をしておるところでございます。心的ストレスといいますのは先程も

言いましたような助けていただいた傷病者の方が助かったのかとか正しく動け

たのかとか自分にもっとできることがあったのかとかもっと深い意味では自身

が頭痛やめまい、疲れやすさなどの症状まで至るケースもございますのでそう

いった方の声を拾えるという意味では大変有効なものということで進めさせて

いただいております。それとカードの配布についてどのような効果を期待して

いるかという質疑につきましては、バイスタンダーの方に助けていただかなけ

ればならないような事案は緊急を要するケースが多々ですので、そのタイミン

グというのも苦慮する部分があるかと思いますが、内部の救急隊への指導と言

いましょうか接遇の話は先程もさせていただきましたが、こういうケースでし

たらこのようなタイミングでとかいうことも含めて詳細を詰めながら良い形で

制度化できるように順次進めていきたいなと思っております。最後に、バイス

タンダーサポートを制度化するにつきまして市民への広報、また、私ども消防

が暗いニュースばかりであったのでこれを広報に使ってというような前向きな
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意見もいただきまして大変ありがとうございます。そのようなことも含めまし

て市民様への広報というのをバイスタンダーサポートの制度化のみならず、先

程ドラマの話もしていただきましたが消防への注目が高まっておる時期でもご

ざいますので、より質の高いより広い市民の方に消防をわかってもらえるよう

な広報というのは、バイスタンダー制度に併せて取り組んでいきたいなと考え

ております。以上、戎脇議員の再質疑に対する答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二）  ２番、戎脇議員。 

２  番（戎脇浩）  ありがとうございます。最後に広報にも力を入れるとおっしゃ

っていただきましたけれども冒頭にご答弁いただきました時にバイスタンダー

の方がおいでいただいた時の救命率の高さですね、１.３倍から２倍とご答弁い

ただきました。 

バイスタンダーへの取り組みの広報はイコールまた救命に対する両市市民の

みなさんへの救命の意識に対する啓発にも繋がるのではないかと思います。そ

ういった面も含めて取り組みを進めてやろうということですのでこの先取り組

みを進めていただければありがたいなあと思います。川島消防長におかれまし

ては今年度末をもってご退任とお伺いいたしております。大変難しい時期に消

防長をお勤めいただきました。 

最後にこうして新たな良い取り組みをご計画いただいて感謝を申し上げたい

と思いますし、また、ご退任後も様々な形で後進への指導も機会があればお願

いしたいと思いますしご活躍を期待申し上げて再質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

議  長（谷永兼二） これで、戎脇浩の一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） 続いて、９番、松井圭子議員。 

９  番（松井圭子） それでは、これからのごみの減量化、資源化と今後の取組みに

ついて、６点の一般質問を行います。 

まず初めに、以前一般質問を行った時に管内小学校に出向き、講座を行って

いるとのことでしたが、ごみの減量、分別等の出前講座の近年の開催状況につ

いてお伺いをします。 

２点目に３Ｒ運動の啓発をどのように行っておられるのか、また、新たな分

別を増やすことや資源化推進の考え方について伺います。 

３点目に焼却炉の長寿命化対策工事は終了しましたが、新ごみ処理施設につ

いて、先ほど事務局長のお話でいくと建設ありきではなく、ゼロベースで考え

るということでありました。整備検討委員会も立ち上がり検討していくとのこ

とですが、以前検討されたトンネルコンポスト処理施設について、具体的にCO₂

の排出量や、建設費、維持費等の概算は出されているのかお伺いをします。 

４点目に環境省のホームページに廃棄物系バイオマスの種類と利用用途が掲

載されています。下水汚泥、し尿、生ごみ等を混合して発酵させるバイオマス

利活用方式についての検討をされているのか、お伺いをします。 

５点目に廃プラスチックの処理方法について伺います。 

６点目に間違ったごみの出し方で充電器やリチウムイオン電池等を使った製

品が可燃ごみに混ざって、収集時や処理施設で火災が発生した事案を聞いてい

ますが、甲賀市圏域内及び衛生センターでの現状についてお伺いをします。 

議  長（谷永兼二） 質問に対する答弁を求めます。 

事務局長（松本博彰） 松井議員の一般質問に答弁させていただきます。 

まず、１点目のごみの減量、分別等の出前講座、近年の開催状況について、

でございます。 

本組合の施設見学につきましては、甲賀市、湖南市の主に小学校が、社会科

授業の一環として活用いただいております。 

施設見学は、児童生徒が自分たちの出すゴミの量や種類、ごみ処理のルール、
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処理の仕方や費用を具体的に調べることを通じて、ごみの分別や減量化を考え

る機会となることから、人気が高い校外授業であり、これまでから大変ご好評

をいただいております。 

しかしながら、令和２年度に着工した、ごみ処理施設の基幹的設備改良工事

や、同じ時期に感染拡大した新型コロナウイルスの感染症対策もあり、令和５

年度までは、施設見学の受け入れができない状態でございました。 

そのことから、組合としましては、新型コロナウイルス感染症の拡大対策に

かかる国や県、構成市のガイドラインなどを確認しながらではありますが、令

和４年度から施設見学は出来ないものの、ごみ問題に関心を持っていただくた

めにも、出前講座の取り組みを始めました。 

出前講座の件数でございますが、令和４年度が、管内小学校５校、令和５年

度が、管内小学校４校、令和６年度は管内小学校２校であり、ごみの分別、減

量化について説明をさせていただいたところであります。 

また、特に人気があったごみ処理施設の見学につきましては、令和５年度末

に工事が完了したことと、また、新型コロナウイルス感染症も令和５年５月に

５類に移行されたことから、令和６年度からごみ処理施設の見学受付を再開し

ており、今年度は、管内小学校７校が現地で学んでいただいているところでご

ざいます。 

     なお、施設見学は再開をしておりますが、今後も各小学校などへの出前講座

については、継続してまいります。 

次に２点目の３Ｒ運動の啓発、新たな分別を増やすことや資源化、推進の考

え方についてであります。 

ごみの量は、年々、減少傾向にありますが、そのことの全てが３Ｒや資源化

による効果であるとは言い切れず、人口減少も大きな要因であると認識してお

ります。 

そういった状況を踏まえつつ、これまでから構成市と連携、協力し、ごみの

減量、分別推進などの啓発活動を積極的に行っているとともに、組合としても、

ホームページにごみの搬入量の推移を掲載しているほか、ごみの分別、資源化

などの啓発を行っているところです。 

また、組合独自の取り組みとしましては、衛生センターに搬入される可燃ご

みのうち、古紙（段ボール、雑誌）、古着、羽毛布団は、できる限り焼却量を

少なくする観点からも、施設内で特別に置き 場所を設けて、搬入者に分別を

お願いしており、また、焼却後に排出される鉄分についても、施設内で分別し、

それぞれ民間事業者に売却するなど、資源化に取り組んでおります。 

また、現有施設の耐用年数を踏まえ、本組合の構成市から排出される、今後

のごみ処理の在り方について議論を進めるため、令和６年１１月に設置した甲

賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会でも、まずは、ごみ処理施設を建設

することの議論よりも、ごみの分別やリサイクルなど、ゼロカーボンの観点か

らの取り組みを進めることが重要とした意見もあるところでございます。 

そのことからも、検討委員会においては、施設整備の方向性の議論に含め、

専門的な見地からのご意見も踏まえながら、３Ｒやごみの資源化や新たな分別

への取り組みを構成市とともに進めてまいりたいと考えております。 

次に３点目のトンネルコンポスト処理施設の検討、CO２の排出、建設費、維持

費についてです。 

トンネルコンポスト処理については、現時点では、全国的では、香川県三豊

市だけで行われていると認識しております。 

この方式については、一般廃棄物を焼却処理することなく、資源化する処理

方式であり、CO２などもほとんど排出することがないことから、環境に優しい処

理方式であり、注目が集まっているところであります。 
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特に三豊市については、資源化した製品を近接する民間企業に売却すること

で、その活用を図っており、処分後の製品の活用法の仕組みまでを含めた、一

連のモデル的な取り組みであると認識をしております。 

先に答弁させていただきましたが、本組合の構成市から排出される、今後の

ごみ処理の在り方について議論を進めるための甲賀市湖南市新ごみ処理施設整

備検討委員会では、施設整備は建設ありきではないものの、今後の委員会の中

でトンネルコンポスト処理施設につきましても検討する機会があるのではない

かと考えておりますが、現時点では、CO２の排出、建設費、維持費などを試算す

る議論までには至っておらず、お示しする資料は持ち合わせておりません。 

次に４点目の下水汚泥、し尿、生ごみを混合して発酵させる、バイオマス利

活用方式についてです。 

廃棄物系バイオマスの利活用に関しては、バイオマス活用推進基本法に基づ

くバイオマス活用推進基本計画において、バイオマスの活用の促進に関する施

策についての基本的な方針や国が達成すべき目標等が定められています。 

廃棄物系バイオマスの利活用は、循環型社会の形成だけでなく、温室効果ガ

スの排出削減により地球温暖化対策にも資することから、飼料化、堆肥化、メ

タンガス化、バイオガス化、バイオディーゼル燃料化、BDF化等の処理方法の中

から、これらを組み合わせることも含めて、地域の特性に応じた適切な再生利

用等を推進することが必要と考えております。 

一般廃棄物処理施設での主なバイオマスの利活用としまして、し尿汚泥や生

ごみ等を混合、発酵処理し、バイオガスを生成して発電に利用する方法などが

挙げられます。 

本組合としましては、今後のごみ処理の在り方について議論を進めていただ

いている甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会の中でも、バイオマスを

利活用した処理施設について議論を進めてまいりたいと考えております。 

次に５点目の廃プラスチックゴミの処理方法についてです。 

まず、一般家庭から出る廃プラスチックゴミについては、各市分別収集され

ており、業者が回収後に廃棄物固形燃料化とされているところであります。 

しかしながら、本組合は、基本的には焼却処理施設であることから、ご家庭

から廃プラスチックゴミを搬入された場合は、いわゆる燃えるゴミとして処理

せざるを得ない状況であります。 

本組合としても、できる限り資源化を進める必要があると考えており、一般

家庭から廃プラスチックゴミの搬入があった場合には、市の分別収集への取り

組みをお願いしているところであります。 

最後に６点目の間違ったごみの出し方で充電器、リチウムイオン電池等を使

った製品が可燃ごみに混ざって、収集時や処理施設で火災というのを聞きます

が現状についてです。 

衛生センターごみ処理施設では、粗大処理設備でリチウムイオン電池の混入

が原因と考えられる火災が令和３年度に発生いたしました。このことにより、

搬入物の発火物混入チェックの強化を図るとともに、粗大処理棟及び工場棟ご

みピットに初期消火を目的として、散水ノズル、警報器、消火器等を増設し、

委託業者を含む火災訓練の強化等の再発防止措置を講じたところです。 

また、適正な処分方法について本組合の広報、ホームページ等での啓発、案

内を行っており、甲賀市及び湖南市とともに相互に連携を図っているところで

ございます。 

一般廃棄物の可燃ごみ収集時においては、衛生センターごみ処理施設に搬入

される両市に確認したところ、いわゆる収集運搬車両火災などはないとの報告

を受けております。 

組合といたしましては、今後も引き続き両市と連携協力しながら、ごみの適
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正処理について啓発活動に努めてまいりたいと考えております。 

以上、松井議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

９  番（松井圭子） まず初めに１点目の出前講座についてですけれども、施設見学

がコロナと工事をしていたため、できていなかったということで、令和６年で

は７校が来られたということです。出前講座と施設見学を合わせて行われると

いうことで、小学校が主に来られているということですけれど、どういった周

知をされておられるのかということをお聞きします。 

３点目、４点目については、今後のことなので整備検討委員会で検討されて

いくことなんですけど、環境問題や地球温暖化を考えたら本当に大事な問題な

ので、是非とも検討委員会での検討内容は、この議会にも色々とお示しいただ

きたいと思います。 

現在の焼却炉にお尋ねをしたいんですけど、現在の焼却炉についてどういう

方式でやられておられるかということと、甲賀市であれば水口の方で生ごみを

集められて、別で堆肥化をされているとか、湖南市であれば生ごみを処理器を

購入するときに補助をしているとか、減量化に向けてそういった取組みはして

るんですけれども、この焼却炉について両市で取組みが違う中で、現在の焼却

炉の熱効率を上げるために一定の水分がある方が良いと聞いたんですけどもそ

の点についてお伺いをします。 

事務局長（松本博彰） ただ今の松井議員の再質問に答弁させていただきます。 

１つ目の出前講座、あるいは施設の見学ですが、ホームページ等でご案内を

させていただいておるところでございます。 

また、２つ目の環境問題検討内容についてですが、先ほども申しましたが施

設整備検討委員会の中でトンネルコンポストのような環境に優しい施設につい

ても議論をさせていただきたいと思います。 

最後の３つ目の焼却炉の方式ですが、今の焼却炉は平成７年に建設をされま

した。その時の技術ではありますが、砂と一緒にごみを燃やして低カロリーか

ら高カロリーのものまでが焼却炉に入ったとしても一定の温度帯を保ち、安定

した燃焼が行えるという施設でございます。令和５年度に終了しました基幹改

良工事についても当時の能力を回復したという技術でございますので、今、松

井議員から指摘のありました家庭ごみの生ごみの入り方とそこの量等の違いに

はそう大きく焼却炉に影響が出るものではないと考えています。 

９  番（松井圭子） 今ご答弁がありましたホームページだけの周知では広がらない

と思いますので、またこういうことをできると直接していただきたいなと思い

ます。 

     リサイクル率を上げるということを両市とともに甲賀広域行政組合の方でも

取り組んでいくということが、これから大事かと思います。世界的にみても日

本はリサイクル率が悪いと言われています。２０パーセントを切っているとい

う状況で、その中でも８０パーセントを超えるリサイクル率があるところが日

本の中ではいくつかあるということで、そういったところの研究もしていただ

きたいと思います。 

一例を挙げますと、鹿児島県の大崎町です。ここは元々ごみを埋め立ててい

ましたが、処分場がひっ迫し、焼却炉を作るか作らないかの選択に迫られてい

ました。少子高齢化が進む中で税金や環境負荷が高いものを後世に残さないと

決意して、行政と地元企業と住民が連携して分別して資源化することを選択し

ました。ごみを燃やすのには税金がかかりますが、資源化することによって税

金が削減でき、更に資源を販売することでお金が入ってくるということで、そ

のお金で町の雇用を増やしたり、奨学金として卒業後、大崎町に戻ってきた子

供は、元金と利子は全額補助するという仕組みをつくっておられるということ

です。子供が戻ってこられるので限界集落対策にもなっているとのことでした。
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そういった先進の取組みを是非とも検討委員会の中でも検討していただきたい

と思います。 

令和６年の４月から近隣の市町と地元企業が連携して使用済みの紙おむつを

資源ごみとして鹿児島では行っておられるとのことです。 

徳島県の上勝町でも非常に分別をしっかりされておられて、焼却しないごみ

処理を考えておられるので、そういったことも是非とも研究していただきたい

と思います。一例で挙げたようなことも検討委員会の中で是非とも言っていた

だけたらなと思います。 

事務局長（松本博彰） ただ今の松井議員の再質問に答弁させていただきます。 

１つ目の出前講座と施設見学の広報でございますけど、組合のホームページ

と申しましたが、両市と連携しながら幅広く広報をさせていただきたいと思い

ます。 

２つ目のリサイクルにつきましては、何よりも市民の方の徹底した分別の支

援が重要となります。先進地事例の方法も調査をしながら両市と検討したいと

考えていますし、先ほどの繰り返しとはなりますが、施設整備検討委員会でも

焼却施設の建設ありきではなくということで進めていますので、当然こういっ

たことも議論になると考えております。 

議  長（谷永兼二） これで、松井圭子の一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） 以上で、一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） お諮りします。 

本臨時会において議決された案件について、条項、字句、数字、その他整理

を要するものについては、その整理を議長に委任願いたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、条項、字句、数字、その他の整理は、議長に委任することに決

しました。 

議  長（谷永兼二） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 したがって、令和７年第２回甲賀広域行政組合議会定例会を閉会します。 

（閉会 午後４時１３分） 
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以上、会議の次第は書記の記載したものであるが、その内容の正確であることを証す

るためここに署名する。 

 

 

甲賀広域行政組合議会議長  谷永 兼二 

 

 

 

同   議会議員  堀田 繁樹 

 

 

 

同   議会議員  望月 卓 


